
コ
ン
ー
ー
サ
イ

の
穏
や
」
得
て
そ
の
般
を
僚
は
れ
た
。
そ
の
倒
人
と
し

て
は
柏
技
・秩
の
坊
と
親
交
が
あ
っ
た
。
元
臓
か
ら

享
保
の
人
。

ゴ
ン
ト
ク
ジ

巌
徳
寺

珠
洲
郡
大
屋
に
在
っ
て
、

民
宗
東
涯
に
邸
す
る
。

コ
ン
ヌ
ノ
紺
布

白
山
比
伴
榊
一位
所
厳
三
宮
古

砲
に
、
正
和
元
年
三
枇
臨
時
の
席
上
回
目
物
と
し
て
、

上
品
紺
・
お
布
・
紺
布
等
を
治
逃
す
と
の
文
也
を
載

せ
、
叉
文
和
三
年
の
水
引
制
人
和
奥
紋
察
に
は
、
野，

市
の
鮒
掻
と
白
山
及
び
剣
の
紺
惜
別
と
の
同
事
路
に
就
い

て
記
す
厨
が
あ
る
。
鮒
掻
は
践
を
原
料
と
す
る
染
色

梁
者
で
あ
ら
う
。
叉
問
書
年
月
不
祥
の
水
引
神
人
沙

汰
地
分

mの
僚
に
は
、
英
田
村
鮒
一
階

・
禅
師
村
紺

一

m・
森
下
村
鮒
一
糊
・
山
崎
村
紺
一
物
・
白
山
，創，

敷
地
紺
ニ
糊
を
お
抽
出
す
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
ゐ

亡
、
紛
以
外
如
何
に
紺
布
の
採
裂
が
多
か
っ
た
か
を

知
り
得
ら
れ
る
。

コ
ン
パ
ル
ゴ
ン
ベ
エ

金
春
権
兵
衛

J
タ
ケ
ダ

ゴ

y
ベ
エ
竹

m縮
兵
衛
。

コ
ン
パ
ル
リ
ュ
ウ

金
春
流

前
回
利
家
の
時
以

来
軍
用
せ
ら
れ
た
能
祭
の
金
春
流
は
、
京
都
の
竹
田

総
兵
衛
が
加
鎚
務
の
大
夫
と
し
て
織
を
食
み
、
松
熊

そ
の
他
都
あ
る
時
は
金
却
に
下
っ
て
設
を
筑
じ
た
。

寛
永
十
九
年
正
且
結
侯
光
高
の
を
附
し
て
能
祭
を
催

し
た
時
、
番
組
七
番
中
の
五
番
は
磁
兵
衛
の
椀
ず
る

厨
で
あ
っ
た
。
次
い
で
綱
紀
は
、
拙山
内
の
能
祭
を
貫

生
流
に
統
一
し
た
が
、
向
依
然
と
し
て
様
兵
衛
の
扶

持
を
腹
せ
ず
、
子
孫
相
承
け
て
滞
米
に
及
ん
だ
。
綱

紀
の
時
の
磁
兵
衛
は
、
初
名
平
四
郎
、
部
は
股
貞
c

歳
傍
三
百
石
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ビ
ラ
マ
ヰ
リ

金
昆
担問詰

金
源
に
於
け
る

金
比
羅
順
奔
の
寺
院
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。
縁
日
は

十
周
十
日
で
あ
っ
た
。

九七五 三一

浅
野
川
口

山地

坂

天

供

院

田

町

乾

貞

寺

古
寺
町
到
来
寺

柳

町

四
位
京
寺

抽
出
木
町
天
道
寺

保

川

口

三
間
道

寺

町

"
μ
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欠

原

十 八六回二

卯 卯 長 15緋
木

坂町旺l

サ
イ
ア
ン
ジ

西

安

寺

臥
京
都
山
削
郷
に
臨
す

る
部
問
問
。
白
内
に
最
安
寺
が
あ
る
か
ら
名
を
得
た
。

明
治
入
年
十
月
八
，

m-院
内
と
併
合
し
て
瑞
泌
と
改

稿
し
た
。

ザ
イ
ア
ン
ジ

最
安
寺

臥
奈
川
相
商
安
寺
ハ
今
澗

秘
〉
に
あ
り
、
山
目
前
宗
に
回
し
、
向
的
山
と
脱
す
る
。

年
不
称
且
泉
正
仰
の
凶
器
。
能
四
日
名
跡
芯
に
、『
山
田

の
沼
は
、
首
長
家
の
頚
誌
に
秀
次
と
い
ふ
人
住
せ
し

城
跡
あ
り
。
院
内
村
に
在
b
。
位
牌
は
西
安
寺
村
の

西
安
寺
と
い
ふ
郁
寺
に
あ
り
。
寺
中
に
務
山
府
君
の

大
木
の
畑
出
あ
り
。
花
の
頃
は
見
物
也
。
』
と
促
す
る
。

ザ
イ
イ
ズ
才
伊
豆

も
と
甲
斐
の
人
。
初
め
上

封
。
京
肪
の
院
で
小
聞
切
庄
左
衛
門
と
云
ひ
、
次
い
で

前
倒
利
治
に
仕

へ
て
二
千
石
を
受
け
、
大
坂
の
役
に

従
ひ
、
元
利
五
・六
年
頃
の
士
帳
に
三
千
石
と
あ
り
、

後
四
千
石
に
勉
み
、
老
し
て
道
仁
と

mし
た
。
そ
の

子
段
物
の
階
、
見
永
十
六
年
大
型
寺
侯
の
従
士
と
な

b
、
=
一
千
石
を
受
け
た
。

ザ
イ
イ
ン

西
国

も
と
肥
前
倒
松
浦
郡
の
人
。

齢
十
有
四
に
し
て
出
家
求
道
し
、
本
州
却
を
離
れ
て
台

山
に
登
り
戒
を
受
け
た
。
そ
の
後
年
々
蔵

品川在
h
k

磁

々
に
銑
行
苦
行
し
て
休
息
す
る
こ
と
な
〈
、
迭
に
白

山
に
到
り
て
久
修
練
行
四
十
三
年
を
経
た
。
保
安
二

む 五:ニー

間
敬
寺

紫
窪
寺

成
勝
院

金
剛
院

キ
y 限時間1安l除川寺
ポ 川 fi'}
ウ 川 股棚上 川
シ'

八六回二イー

民民

正
教
叫
す

刊
以
相
寺

成
山
悶
寺

愛
染
院

莱
抽
出
寺

を
抑
給
へ
げ
水
出
で
し
ょ
り
、
抑
引
の
水
と
い
へ

り
。
是
を
以
て
抑
水
の
名
あ
り
。
叉
此
村
に
岡
部
六

指
太
が
城
跡
と
て
有
。
限

h
に
や
。
し
か
し
此
村
に

六
指
太
の
子
回
目
と
て
百
姓
に
有
。
』
と
見
え
る
。

百
姓
町
長
祭
寺

コ
ン
ポ
ウ
ジ

金
峰
寺

寺。 九

サ

阪
行
寺

前
北
寺

成
制
寺

慈
光
院

資
久
寺

金
峠

コ
ン
ヤ
ザ
カ

紺
屋
援

金
開
城
石
川
門
・
則
か
ら

北
の
方
に
下
る
坂
道
で
、
今
は
こ
ん
や
仮
と
呼
ぶ

が
、
元
隣
六
年
の
士
艇
に
は
こ
う
や
坂
と
あ
る
。
昔

儲
紺
屋
な
る
有
名
な
染
工
が
此
の
坂
の
訟
に
居
住
し

た
故
、
坂
を
紺
屋
坂
と
呼
び
、
坂
下
を
紺
屋
町
と
い

う
た
。コ

ン
ヤ
ザ
カ
モ
ン

紺
屋
板
門
金
仰
城
石
川
門

前
か
ら
紺
同
国
坂
に
下
る
坂
路
の
上
に
在
っ
た
門
で
、

傍
に
番
町
が
あ
っ
た
。
一
に
紺
屋
仮
脱
出
町
脇
御
門
と

も
い
ふ
。
叉
石
川
御
門
外
腰
餅
脇
御
門
と
白
い
た
も

の
も
見
え
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
こ
の
門
の
東
南
側

に
賀
城
供
方
の
腰
鍋
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治

二
年
十
二
且
之
を
徹
し
た
。

コ
ン
ヤ
マ
チ

紺
屋
町

一日
ャ

羽
咋
郡
抑
水
申

庄
に
図
す
る
部
首
問
。
北
陸
七
凶
誌
に
、
天
正
十
二
年

九
且
十

一
日
佐
々
成
政
吾
安
野
に
活
き
、
天
制
山
に

附
を
取
り
、
士
卒
を
認
は
し
て
紺
展
開
の
民
家
を
俊

鋭
う
た
と
あ
る
。
能
登
名
跡
志
に
は
『
紺
屋
町
村
と

い
ふ
に
、
昔
弘
法
大
師
奥
へ
給
ふ
水
有
。
杖
に
て
岩

-一二占八

年
六
且
百
図
大
簡
を
設
し
て
、
笥
設
耐
宮
寺
に
十
二

口
の
夜
間
を
定
置
し
、
蛮
夜
不
断
に
粥
陀
の
資
制
甑
を

念
ぜ
し
め
、
叉
将
に
牢
丈
六
皆
金
色
阿
指
陀
如
来
像

を皿一迫り
、
精
舎
を
立
て
弘
之
を
安
置
せ
ん
と
し
、
隊

原
致
光
代
り
て
そ
の
取
を
文
に
し
た
。
本
朝
釘
文
粋

に
載
す
る
開
聞
の
白
山
上
人
縁
起
即
ち
是
で
あ
る
。

サ
イ
ウ
ン
テ
イ

凝
雲
亭
脇
田
二
代
丸
兵
衛
直

能
は
千
宗
室
の
門
弟
で
あ
っ
た
が
、
邸
内
金
卸
小
尻

谷
の
傍
な
る
盤
に
築
山
・泉
水
な
ど
の
館
地
を
活
り
、

茶
室
を
建
て
弘
樹
祭
苧
と
名
付
け
た
。
災
の
地
mm
起

だ
幽
雅
で
、
古
木
生
茂
hJ
、
奇
石
怪
際
議
え
、
前
な

ど
も
あ
っ
て
悦
人
之
を
賞
翫
し
た
が
、
明
治
六
年
に

E
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し
こ
O
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サ
イ
エ
イ
ジ

西
濃
寺

江
沼
郡
関
屋
に
あ
っ
て
、

民
宗
束
波
に
回
す
る
。

サ
イ
エ
イ
ジ

西一
北
寺

臨
品
川
刑
制
収
に
在
っ
て
、

奨
宗
東
涯
に
邸
す
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、『
此
付
の
一

向
宗
西
永
寺
と
い
ふ
に
、
親
灼
上
入
、
均
価
膨
自
作
の

木
像
あ
り
。
』
と
記
す
る
。

サ
イ
エ
ン
ジ
西
田
寺

能
突
郡
野
聞
に
在
っ
て
、

由
民
宗
架
振
に
回
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、
明

治
十
二
年
十
二
且
寺
脱
公
椛
の
許
可
を
得
た
。

サ
イ
エ
ン
プ
ン
ソ
ウ

柴
垣
支
草

四
加
、
内
一

加
は
約
編
で
あ
る
。
柴
垣
大
島
桃
年
の
文
を
集
め
た

も
の
で
、
古
賀
精
里
・
安
樹
良
野
・
総
断
悦
堂
・
大
槻

清
崇
な
ど
の
批
正
が
あ
る
。

サ
イ
オ
ウ
ジ

商
願
寺

鼠
車
部
綿
入
に
在
っ
て
、

実
宗
附
周
波
に
回
す
る
。

サ
イ
オ
ン
ジ

西
思
寺

能
安
部
小
松
に
在
っ
て
、

長
宗
束
波
に
邸
す
る
。

サ
イ
ガ
ハ

犀
川

石
川
郡
奥
三
方
岳
の
北
箆
に

設
し
‘
障
協
を
下
り
て
ニ
叉
川
と
い
ひ
、
北
抗
し
て

二
叉
に
主
る
と
き
、
大
門
山
の
商
箆
に
裂
す
る
食
谷

. ， 

~ 


